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事　業　の　概　要

・	事業所及び代表者

有限会社　　中　村　工　務　店

代表取締役　　中　村　國　海

・	所　在　地

本社：静岡県榛原郡川根本町元藤川４５８番地の２

３．造林事業

　　　TEL　0547-57-2257・FAX　0547-57-2255

車庫、資材置場：　　　　　同上

・	環境管理の責任者及び担当者

環境管理責任者　　中　村　國　海

担　当　者　　　　中　村　　敏

・	事業の内容

・	活動範囲

「全組織・全活動」を活動範囲とする。

対象組織：有限会社中村工務店　本社・資材倉庫

　　　　　山林の伐採・除草及び造林事業

対象活動：建設業（土木一式工事、とび・土工、コンクリ－ト工事）

昭和３５年個人創業、平成元年　法人化

建設業 許可番号　静岡県知事許可（般一２）第１９０３号

有効期限　令和２年４月２５日～令和7年４月２４日

１．	建設業（土木一式工事、とび・土工、コンクリート工事）

２．	山林の伐採・除草



事業の規模

活動規模 単位 2020年 2021年 2022年

完成工事高 百万円 55 40 85

従業員 人 7 7 7

床面積 ｍ2 320 320 320

車両　普通車 台 3 3 3

車両　軽自動車 台 2 2 2

重機　0.04㎥ 台 1 1 1

チェーンソー 台 5 4 4

草刈機 台 5 4 4

発電機 台 2 2 2

コンプレッサー 台 1 1 1



社名：有限会社　中村工務店

組織図及び実施体制

作成年月：令和　２年　４月　１日現在

代表取締役　社長

（統括責任者）

中村　國海

代表取締役　社長

（統括責任者）

中村　國海

・システムの総責任者と

　しての役割・権限を他

　の責任に関わらず持つ

・エコアクション21担当

　者と連絡、調整を図る。

・環境経営方針を定める

・環境管理責任者を兼務する

・資源(人材・資金・技術)の用意

・システム全体の見直し・指示

・経営における課題とチャンスの明確化。

・4効果的な推進体制の構築と

　全従業員への周知。

工務部

土木課　海野　隆志

エコアクション21

（事務局担当）

中村　　敏

・全体計画の立案

・文書の作成、管理

（エコドライブ）

（産業廃棄物削減）

（リサイクル活動）

一般教育の実施

総務部

中村　佳代子

経理部

中村　佳代子

・部門の計画立案

・作業教育の実施

・実施状況の確認、記録

（電力、化石燃料削減）

（紙、水使用量削減）

（電力、化石燃料削減）

（紙、一般廃棄物削減）

※	この組織図及び実施体制は、令和2年4月現在のものです。

・部門の計画立案

・作業教育の実施

・実施状況の確認、記録

＜　注記　＞

※	カッコ内は、エコアクション21の役割分担を示す。

※	エコアクション21の活動実施・運用の進捗状況は、各部署の管理職が確認し報告する。

・部門の計画立案

・作業教育の実施

・実施状況の確認、記録



環　境　経　営　方　針

有 限 会 社  中 村 工 務 店

「基　本　理　念」

　当社は地元電力会社を主な取引先とし、特に水力発電設備の保

守・管理・維持業務の請負事業所であり常に安全作業・環境保全を

意識し環境経営を進めると共に、資源の循環型社会の構築に貢献する。

「行　動　方　針」

１．	地球環境保護のため省資源・省エネルギー・資源リサイクル活動を推進し

　　ＣＯ２削減に努める。

イ）	事務所の使用電力を削減する。

ロ）	車両のアイドリングストップとエコドライブを励行し燃料の節約に努める。

ハ）	事務所及び現場の水道水の節水に努める。

ニ）	コピー用紙の両面使用、電子データの活用を推進しペーパーレスに努める。

ホ）	ダンボール・雑誌等紙類・ペットボトル・缶等のリサイクルに努める。

ヘ）	備品等新規購入に於いて、エコ商品の購入に努める。

ト）	環境に配慮した事業の推進に努める。

２．	環境関連法規等を遵守する。

有限会社　　中　村　工　務　店　

代表取締役　　　　　中村　國海　

３．	地域の美化活動等のボランティアに参加する。

４．	この環境経営方針を全社員に周知教育を行い、環境保全の意識を高め、

　　実践行動を実施させ環境経営の継続的改善に努める。

５．	社外的には環境経営レポートを作成して公表する。

制定日　平成21年　9月　1日

改定日　平成24年　3月　1日



中期環境経営目標

※　中期の目標は、2014.3～2019.2までの過去5年分の平均を基にして、その何％削減を目指します。

項　　目 基準年度の実績値 2021年目標 2022年目標 2023年目標

二酸化炭素排出量 22,449.50 -5% -5% -5%

購入電力使用量 2,009.12 -3% -3% -3%

灯油使用量 745.8 -5% -5% -5%

ガソリン使用量 6.691.8 -4% -4% -4%

軽油使用量 1,454.30 -4% -4% -4%

水使用量 16.5 -3% -3% -3%

一般廃棄物処分量 163.9 -4% -4% -4%

エコ商品購入設備 0 ＋1 ＋1 ＋1

環境配慮事業 件数を表示 ＋1 ＋2 ＋3

環境経営目標

2022年度の目標値

項　　目 単　　位

基準年度の実績値
(2014.3～2019.2ま

での過去5年分の平
均)

今年度の目標値 今年度の目標数値

二酸化炭素排出量 kg－CO2 22,449.50 -5% 213.27

購入電力使用量 kWh 2,009.12 -3% 1,948.85

灯油使用量 リットル 745.8 -5% 708.50

ガソリン使用量 リットル 6.691.8 -4% 6,424.10

軽油使用量 リットル 1,454.30 -4% 1,396.13

水使用量 ㎥ 16.5 -3% 16.00

一般廃棄物処分量 kg 163.9 -4% 157.34

エコ商品購入設備 件数 0 ＋1 ＋1

環境配慮事業 件数 件数を表示 ＋2 件数を表示

コメント：電力のＣＯ２排出係数：0.555ｋｇ－ＣＯ２／ｋｗｈ



№

1

2

3

1)

2)

環境経営計画

環境活動の具体的な取組み項目

二酸化炭素排出の低減（電力量、化石燃料）

主要担当者

1) 中村　佳代子

電力量削減の具体的な取組み項目

　①　エアコン設定温度を夏(7月～10月)27℃、冬(11月～3月)23℃

　②　昼休みの消灯、不要な照明設備の見直し

2) 中村　敏

3) 中村　國海

廃棄物排出量削減及びリサイクル

　④　エアコンを控えめに、作業中のエアコンOFF

　⑤　計画的な運行ルートで行動し、忘れ物を無くす

　⑥　不要な荷物を降ろし、タイヤの空気圧が適正かチェックする

効率の良い省エネ型の設備・機器類の導入

1) 中村　國海

2) 中村　國海

水使用量の削減

　洗車・掃除用水の節約

リサイクルの推進

　①　ペットボトル、瓶、缶類等飲料容器のリサイクル

　②　段ボール、雑誌等の紙類のリサイクル

全社員

全社員

4 中村　國海

グリーン購入の推進

　①　備品等の新規購入に於いて、グリーン購入を検討

　　　・	商品を購入する文具・備品等は、エコマーク

　　　・	コーヒー・洗剤等は、詰め替えタイプを購入する

　③　OA機器・パソコン等で使用していない時の電源OFF

全車両について、エコ・ドライブを周知し、ガソリン・軽油の燃費改善

　①　不必要なアイドリングの禁止

　②　急発進・急加速・急減速・急停止の禁止（４つの急）

　③　早めのシフトアップ、エンジンブレーキの積極使用

　①　設備・機器の買い替え時期に、省エネ型に配慮する

　②　買い替え時期に低排気・低公害車両やエコカーの導入を検討する

廃棄物排出量の削減

　①　コピー用紙の両面使用や縮小印刷の実行

　②　業務連絡に電子メール等を利用し、ペーパーレス化に努める

　配管箇所の水漏れ点検を実施し、利用時の蛇口開放時間に留意する



単位 2020年度 2021年度 2022年度

kWh 2,253.00 2,458.00 2,250.00

L 6,258.50 5,623.83 5,730.94

L 135.20 1,362.19 574.40

L 614.00 780.00 656.00

t

t

㎥ 15.90 16.40 26.00

㎥

㎥

kg-CO2 17,665.38 19,551.04 17,662.50

kg-CO2

t

t

t

件 25.00 25.00 19.00

件

件

kg 170.00 170.00 469.00

kg 30.00 30.00 160.00

kg 140.00 140.00 309.00

kg 0.00 0.00 0.00

t 3.65

㎥ 16.00 16.00 26.00

㎥

環境への負荷の状況

2020年～2022年（　3月　～　2月　）

環境負荷要素の項目

購入電力使用量①総エネルギー投入量

ガソリン使用量

軽油使用量

灯油使用量

②総物質投入量 資源投入量

循環資源投入量

③水資源投入量 上水使用量

工業用水使用量

地下水使用量

④温室効果ガス排出量 二酸化炭素排出量

(　　　　　　　　　　　　　　)

⑤化学物質排出量・移動量 大気への排出量

公共用水域への排出

土壌への排出

⑥工事件数及び
　　　設計等の件数

工事等の件数

設計等の件数

環境負荷低減に資する設計

⑦廃棄物等総排出量 一般廃棄物排出量

再生利用

単純焼却

コメント：

その他

⑧産業廃棄物排出量

⑨排水量

中間処理

公共用水域

下水道



1 kg－CO2 83 〇

2 kWh 114 ×

3 リットル 102 〇

4 リットル 88 〇

5 リットル 57 〇

6 ㎥ 159 ×

7 kg 167 ×

8 t ／ ／

9 件数 ／ ×

10 件数

環境経営目標の実績
2022年度

№ 項　　目 単　　位

実　　績　A

(2022.03 ～
　2023.02)

目標(数値) B

(2014.3～2019.2
までの過去5年間

の平均)

目標比

(A／B)

％

評価

達成
度合

二酸化炭素排出量 17,662.50 21,327.10

購入電力使用量 2,250.00 1,948.85

灯油使用量 656.00 708.50

ガソリン使用量 5,730.94 6,424.10

軽油使用量 574.40 1,396.13

水使用量 26.00 16.00

一般廃棄物処分量 469.00 157.34

産業廃棄物排出量 3.65 ／

＊産業廃棄物は実績のみ記入。

電力のＣＯ2排出係数は0.555ｋｇ－ＣＯ２/ｋｗｈ（目標、実測）で計算。

エコ商品購入 0.00 1.00

環境配慮事業



環境活動の取組み結果の評価と次年度の取組内容

2022年度

項　　目 結果と評価 次年度の取組内容

二酸化炭素排出量

購入電力使用量

灯油使用量

軽油使用量

ガソリン使用量

水使用量

廃棄物排出量

グリーン購入

本年度は軽油を使用した工事がほとんど
なくガソリン使用量も例年に比べ少なかっ
たため二酸化炭素排出量は目標達成す
ることができた。

＊目標数値との対比でかけ離れた数値
が出たものに関しては今後目標数値の変
更を検討していきたい。

本年度は早い時期からの異常な暑さがあ
り冷房の使用率はかなり上がったが冬季
の暖房使用はほとんどなかった。しかし目
標達成できなかった。意識して使用電力
をおさえる行動を改めて励行していきた
い。

＊次年度も意識的に削減できるよう継続
する。

本年度は温暖化の影響等により灯油の
使用量は減少した。ストーブの使用など
社員一人一人の意識を継続できるように
目指したい。

＊次年度も意識的に削減できるよう継続
する。

重機や車両を使用する工事がほとんどな
く、使用量は大幅削減となった。工事車両
で使用量を減らす工夫を模索していきた
い。

＊また数年様子を見て目標数値の変更を
検討。

昨年度は購入実績は無かった。 今後検討し頻度の多い物から購入予定。

現場等への移動距離が少なく意識的なア
イドリングストップなど社員一人一人の意
識がだいぶ浸透して目標は達成できた。
今後も継続して行っていきたい。

＊工事や通勤時のアイドリングストップや
エコ運転をさらに周知徹底することを検
討。

本年度は台風被害による清掃に大量の
水を使用したため目標は達成できなかっ
た。今後は目標達成できるよう努力した
い。

＊シールや呼びかけにより節水に対する
意識付けを再度指導する。

本年度は台風被害による廃棄物が多く目
標達成することができなかった。

＊次年度は意識的に削減できるよう努力
したい。



№

1

２

3

1)

2)

環境活動の取組み結果

2022年度

環境活動の具体的な取組み項目 取組結果

二酸化炭素排出の低減（電力量、化石燃料）

1)

電力量削減の具体的な取組み項目

① エアコンの設定温度を夏(7月～10月)27℃、冬(11月～3月)23℃に設定

② 昼休みの消灯、不要な照明設備の見直し

③ OA機器・パソコン等で使用していない時の電源OFF

①　　×

②　　〇

③　　〇

2)

全車両について、エコ・ドライブを周知し、ガソリン・軽油の燃費改善

　① 	不必要なアイドリングの禁止 ①　　〇

　② 急発進・急加速・急減速・急停止の禁止（４つの急） ②　　×

　③ 早めのシフトアップ、エンジンブレーキの積極使用 ③　　〇

　④ エアコンを控えめに、作業中のエアコンOFF ④　　×

　⑤ 計画的な運行ルートで行動し、忘れ物を無くす ⑤　　〇

　⑥ 不要な荷物を降ろし、タイヤの空気圧が適正かチェックする ⑥　　〇

3)

効率の良い省エネ型の設備・機器類の導入

　① 	設備・機器の買い替え時期に、省エネ型に配慮する

　② 買い替え時期に低排気・低公害車両やエコカーの導入を検討する

①　　／

②　　／

廃棄物排出量削減及びリサイクル

1)

2)

廃棄物排出量の削減

　① コピー用紙の両面使用や縮小印刷の実行

　② 外部との業務連絡に電子メール等を利用し、ペーパーレス化に努める

①　　×

②　　〇

リサイクルの推進

　①　ペットボトル、瓶、缶類等飲料容器のリサイクル ①　　〇

　　　　〇

　②　段ボール、雑誌等の紙類のリサイクル ②　　〇

水使用量の削減

洗車・掃除用水の節約 　　　　〇

※　「／」は該当無し。

配管箇所の水漏れ点検を実施し、利用時の蛇口開放時間に留意する 　　　　〇

４

グリーン購入の推進

　①　備品等の新規購入に於いて、グリーン購入を検討

　　・	　文具・備品等は、エコマーク商品を購入する

　　・	　コーヒー・洗剤等は、詰め替えタイプを購入する



遵守
状況

〇

〇

〇

※

※

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

１．環境関連法規等の取りまとめと遵守状況確認及び評価結果

当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。(2023．2．28)

適 用 対 象 法規・条例・規制 適用内容又は規制基準値 備　　考

建設リサイクル法 指定物品のリサイクル化
再資源化等の実績記録
の作成・報告・保管義務

〇

建設業法 建設現場の環境配慮対応 環境問題の未然防止

〇

投棄禁止、廃棄物の悪
臭・飛散防止、掲示板の
設置

不法投棄を行わない、仮
置場や車両荷台を養生
シートで覆う等

〇

廃棄物収集・運搬及び処
分業者との委託契約

契約(書)の締結 〇

マニフェストの保管・管理、
年間交付集計と報告

Ａ票B2票,D票,E票保管
５年間　年間交付集計と
報告は毎年６月末まで

〇

廃棄物の処理及び
清掃に関する法律

労働安全衛生法 免許・資格等法規に従う 事業者の責務

マニフェストの期間内返却
の確認

90日以内または180日以
内の返却確認

作業敷地境界にて85デシ
ベル以下

杭打ち機・削岩機等を使
用する場合

〇

振動規制法
作業敷地境界にて75デシ
ベル以下

杭打ち機・ブレーカー等
を使用する場合

〇

河　川　法
一日50㎥以上の汚水を河
川に排水する場合

河川環境の整備と保全 〇

建  　設  　業

土木工事施工

環境基本法 一般的な自主努力義務
事業者責務をEA21シス
テムで運用実施

〇

騒音規制法

グリーン購入法 環境物品の購入 事業者の一般的な努力義務 ※

道路交通法 制限速度・積載制限等の厳守 免許所持者に指示

自動車リサイクル法

家電リサイクル法

引き取り業者への引き渡し

引き取り業者への引き渡し

リサイクル料金の支払い

リサイクル料金の支払い

遵守確認者　中村　敏

事業者全般

　・建設リサイクル法に関係した工事は３件ありました。

２．違反、訴訟等の有無

関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟等も、過去３年間ありませんでした。

なお※は該当無しのため今後実績が出来次第記載します。

消防法(危険物の取扱い) 火災の予防
危険物施設・物品の取扱
いと火災予防対応

〇



1

2

3

4

5

6

7

8

変更の
必要性

1 無

2 有

3 無

4 無

5 有

6 有

環境関連法要求一覧及び遵守状況

外部コミュニケーション・対応記録

問題点の是正・予防処置の実施状況

取引先、業界、関連行政機関、その
他の外部動向

代表者による全体の評価と見直し・指示

見
直
し
関
連
情
報

項　　目

ＥＡ２１文書

環境目標及び目標達成状況

環境活動計画及び取組実施状況

①　就業規則の見直し・改訂
②　インボイス制度の導入

その他

代
表
者
に
よ
る
全
体
の
評
価
と
見
直
し
の
指
示

見直し項目 変更［有］の場合の指示事項等

環境方針

環境目標・計画

代表取締役　中村　國海

■　周辺住民からの苦情・要望等は無し

「代表者による全体の評価と見直し・指示」の結果
記入者氏名 中村　國海

作成年月日

その他　(外部への対応等)
大手取引先から契約資料電子化へ
の対応依頼

軽油の使用量にばらつきがあるので
データを取り見直す。

環境活動計画と取組み項目

令和 5年 3月28日

確認（必要に応じ評価・コメントを記載）

□

■　電力・水使用量・一般廃棄物は未達成

□

■　主な環境関連法規制は適正に遵守

■　特に大きな問題点は無し

□

□

全体評価・コメント
(環境経営システムの有効性、環
境への取組の適切性等)

本年度は台風被害により被災したため一般廃棄物排出
量や水道の使用量などは大幅に増加した。軽油の数字
にばらつきがかなりあるので平均をとる年を選考し直すた
めもう少し状況を見極めたい。

有限会社 中村工務店

環境に関する組織

その他のシステム要素


